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マツダ財団から受けた 助成金    200  千円 による事業結果について、 

次のとおり報告します。 

助成事業名 
探究的な体育と理科の「科学体験」を通した学び 2022 

(事業期間：2022年 6月 1日～2023年 5月 23日 ) 

 計  画 実 施 結 果 

事

業

内

容 

日時：2022 年 6 月〜2023年 3月 

場所：広島県内の小・中学校 

対象：広島県内の小・中学校の児童・生徒 

定員 事業内で検証できそうな人数を想定 

内容 

（１）事前の打ち合わせ，（２）「科学体験」の当日，

（３）事後の振り返りのプロセスで実施する.随時，

6 月から事業協力校を選定し，申請者たちとつなが

りのある県市町教育委員会と連携して事業計画をす

る。また，「科学体験」については，夏期休業中の研

修を重ねた後に 2 学期以降に実施する予定である。 

日時：2022 年 8 月〜2023年 3月 

場所: 広島大学と熊野町第四小学校 

対象：小学校中学年２クラス 

参加者(人) 

 内訳（小中高の先生； ４人）（児童；  ４０ 人） 

内容 

 

 講演；0 件、発表；0 件、シンポジウム；0 件 



事業結果報告 

事業の目的･ねらい 

本事業の目的は，体育と理科に従事する教師と専門家との協同企画（Physical & Science Education Project For All; 

PSEPFA（ペスペファ）と称す）により，二教科に共通する学習内容や教具・教材を開発する中で，児童・生徒が「科

学体験」を通して意欲的かつ探究的に学ぶことをねらいとしている。本事業でねらっている児童・生徒に育成すべき

資質・能力は「PSE リテラシー」であり，体育では「身体リテラシー」（問題解決能力），そして理科では「科学リテ

ラシー」（批判的思考）と言ったキーコンピテンシーを融合した概念を援用する。そのような資質・能力の育成を基盤

にしながら，21 世紀，あるいは「after コロナ」を生き抜く力の育成を念頭に事業を実施していく。 

具体的には，以下の 2 点の研究計画を本事業で実施する。（1）体育と理科の融合した「科学体験」を通して，児童・

生徒の「PSE リテラシー」がどのように変化するのか検討する。（2）PSEPFA は教師の専門性開発の一環として捉え

ることができ，関連教科の教師と専門家との協同から，新たな教員研修のモデルを提言する。 

 

事業の概要 

本事業の概要は，体育と理科の教科横断を念頭に置いた「科学体験」を教師と共同的に実施することを通して，児

童・生徒が「科学体験」を通して探究的に学ぶことで，未来社会を切り開くための資質・能力（本事業では，とりわ

け「PSE リテラシー」に焦点化）の向上に資することである。 

＜本事業の日時と場所＞ 

 本事業の日時と場所は，広島県内の K 町立 K 小学校を対象とし，（１）事前の打ち合わせ，（2）「科学体験」の当

日，（3）事後の振り返りのプロセスで実施した。まず，2022 年 8〜10 月にかけて対象校に事業の趣旨説明から依頼の

承諾，そして事業の打ち合わせを数回行った。 

＜本事業の内容＞ 

 まず本事業を進めるにあたり，右図のように事業研究

体制を構築した。事業リーダーの岩田（広島大学_体育科

教育学が専門）とサブリーダーの木下（広島大学_理科教

育学が専門）を中心に，対象校の特定を広島県内の教育

委員会にも相談しつつ，K 校の校長や研究主任の許可を

得た。次に，事業協力校における教員たちと管理職との

ミィーティングを実施した。 

 

＜本事業の研究方法＞ 

   本事業の具体的な調査内容と方法は，以下の通りである。まず，K 町立 K 小学校における小学校 4 年の 2 クラスを

対象とした。また，授業実施者は，理科については学級担任の教員（初任教員と中堅教員）2 名に実施していただい

た。一方，体育については，「走り方教室」などを多く企画・運営されている元オリンピアの陸上競技選手並びに現在

大学教員をされている方にお願いした。なお，4 年 1 組のクラスでは「体育→理科」の順，そして，4 年 2 組のクラス

では，「理科→体育」の順で教科横断の実施を試みた。 

調査方法として，「科学体験」の内容については，先行研究として体育と理科の連携をねらった事例（例えば，沖

花, 2005；八嶋, 2021）を踏まえつつ，大学と学校教員が共同的に学習内容及び教具・教材を開発した。その手順とし

ては，（1）専門家と院生による先行研究の整理，（2）学校教員たちとの検討会，（3）「科学体験」の試行，（4）実際の

小学校における実践と検証，といった順序性で行った。次に，データ収集のために，（1）「科学体験」後の児童の感想

文，（2）理科の授業後の理解度テスト，（3）実践後の協議会の音声データ，（4）「科学体験」を視察した大学生（教員

養成系の学生）の感想レポート，（5）「科学体験」の授業の様子の映像データ，の 5 つの観点からデータ収集を行っ

た。今回の成果は，紙幅の関係上，数点のエビデンスに基づいて成果報告を行う。 

 

＜引用文献＞ 

・沖花彰（2003〜2004 年 基盤研究 C, 研究代表者）中学校における理科と体育を融合した新しいカリキュラム関発の

研究. 研究課題（15530584） 

・八嶋真理子（2021）理科教育に学ぶ体の仕組み. 体育の科学, 71（10）: 710-714. 



成果・効果 

本事業の具体的な研究課題は，（1）体育と理科の融合した「科学体験」を通して，児童・生徒の「PSE リテラシー」

がどのように変化するのか検討する，（2）PSEPFA は教師の専門性開発の一環として捉えることができ，関連教科の

教師と専門家との協同から，新たな教員研修のモデルを提言する，の 2 点であった。その上で，本事業の成果及び効

果は，以下のようにまとめることができる。 

（1）体育と理科の融合した「科学体験」を通して，児童・生徒の「PSEリテラシー」の変化 

1）授業実践前後における児童・生徒の育成すべき資質・能力「PSE リテラシー」の変化 

ここでは，理科における「科学リテラシー」（批判的思考）といった概念に軸をおいてデータの分析を試みた。分析

の結果，授業実践後における児童の「PSE リテラシー」は，「体育→理科（4 年 1 組）」のクラスでは，「意欲」「問題

解決」「その他」といった項目の記述がみられた。一方，「理科→体育（4 年 2 組）」のクラスでは，「意欲」「その他」

の記述内容がみられた。この結果より，「実技体験」の体育を通した後に理科（認知）の授業を横断的に実施したクラ

スの方が「問題解決」への記述が多く表出した。上述した通り，今回規定した「PSE リテラシー」としては，体育で

は「身体リテラシー」（問題解決能力），理科では「科学リテラシー」（批判的思考）といった特質を有する。つまり，

横断の過程では，「体験・実技」を伴う身体的な内容を踏まえること（4 年 1 組の方）で，その後の「体験・実技」の

意味や価値づけを理科という認知教科で行うことが「問題解決」の思考を促す傾向を示した。もちろん，横断の過程

は違っても，学習意欲の喚起や学習内容の深まりはみられた。 

 

2）「科学体験」全体としての児童の記述変容：児童・生徒の「PSE リテラシー」の内実 

右の表は，両クラスにおける「感  

想文」の自由記述を KJ 法について分

類したものを示している。 

まず，全体の傾向として，「体育→  

理科（4 年 1 組）」では，体育授業を終   

えて,中概念は 8 個、小概念は 36 個。 

理科授業を終えて、中概念は 4 個、小 

概念は 28 個，そして，「理科→体育（4 

年 2 組）」では，体育授業を終えて， 

中概念は 7 個，小概念は 36 個。理科 

授業を終えて中概念は 6 個，小概念は 

29 個が抽出された。そして，表からも 

わかるように，両クラスともに体育に 

関する内容の記述が理科よりも多く 

抽出できる傾向が強かった。 

次に，中概念に着目すると「理科× 

体育の横断的な学び」に分類される小 

概念の数「体育→理科（4 年 1 組）」は 

合計で 14 個(体育 1，理科 13)あり，「理科→体育（4 年 2 組）」は合計で 8 個(体育 1，理科 7)であった。つまり，「体 

育→理科」の順番で学習した方が，「理科→体育」の順番で学習するよりも，児童が理科と体育を縦断的に学ぶこと 

につながりやすい傾向が示唆された。また，体育と比べて，理科の授業後の記述からより多くの「理科×体育の縦断 

的な学び」に分類される概念が抽出できた。さらに中概念のうち「今後の学習に活かそうとする態度」に分類される 

小概念の数「体育→理科（4 年 1 組）」は合計で 10(体育 8，理科 2)あり，「理科→体育（4 年 2 組）」は合計で 17 個(体 

育 7，理科 10)が注目すべき変化がみられた。この点は「理科→体育」の順番で学習した方が，児童が学んだことを「今 

後の学習に活かそうとする態度」をより醸成しやすい傾向が推察された。一方，中概念「効率的に走るコツの理解」 

に分類される小概念の数「体育→理科（4 年 1 組）」は合計で 15 個(体育 9，理科 6)あり，「理科→体育（4 年 2 組）」 

は合計で 10 個(体育 6，理科 4)）が抽出された。 

すなわち，「体育→理科」の順番で学習した方 

が，より走技術の定着が見込める傾向が示唆 

された。 

  以上をまとめると，右の図のように児童の  

「PSE リテラシー」の変化がみられた。 

 

 

「体育×理科の横断的な学び」 「理科×体育の横断的な学び」

≒ 縦断的な学び

問題解決 ＞ 意欲 ＞ そのほか

「 今後の学習に活かそう とする態度」

「 効率的に⾛るコツの理解」

「 理科×体育の横断的な学び」



（2）PSEPFAにおける教師の専門性開発：教員研修のモデル構想 

今回の事業は，対象校の学級担任の教師，そして研究主任，さらには大学教員（体育や理科の教科教育学）や陸上競

技の専門家の参加によって実施された。授業実施の当日には，教員養成系の大学生も観察し，さらに協議会にも参加し

た（右の写真は児童との交流の様子）。その協議会，並びに協議会後の大学生のレポートからも，PSEPFA における教師

の専門性開発や教員研修のモデル構想として以下のような示唆を得ることができた。 

・校内研修において，具体的な教科横断の実践事例を取り込むことで，教師間の教科観の  

意見交流や共通理解，そして教材開発の視点が多岐に増えることで教師の専門性開発の 

一端となった。 

・学外の専門家（大学教員など）が関与することで，従来の校内研修とは異なる側面の成 

果を生む実践や協議会（授業研究の改善）がなされた。 

・教員養成系の学生にとって，理論的な側面（学習指導要領に記載される「教科横断」の 

理念など）をリアルな学校現場の実践を観察しながら省察する中で「理論と実践の往還」 

としての理解が深まる傾向が示唆された。 

・以上の成果より，新しい概念や授業実践を展開する際には，教員養成と現職教育（学校 

や教育委員会との連携）の一体化を目指した教員研修のモデルケースを示すことができ 

た。 

 

写真、図（4 点程度。写真や図にはタイトルをご記入ください。） 

  

 
 

 

上記の写真は，今回の事業の様子と子どもたちの「科学体験」後の感想文の一部を示している。左側と真ん中の写真

は，理科や体育の授業の様子や使用した教具を示しており，右側の写真は児童の実践後の感想文の１事例を掲載してい

る。 

 


